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昭和商学校 Palette

16:55-17:20

15:50-16:45

15:05-15:45

15:00-15:05

講演
 ～ビジネスの持続的発展に向けた支援制度～

経済産業省北海道経済産業局
基調講演

 ～ママHOTの挑戦！ つながる×交流が明日を変える～
株式会社ママのHOTステーション 代表取締役  倉嶋 香菜子 氏

研究報告

17:55 閉会
鼎談

 ～小樽築港地区ウェルネスタウン事業構想の取り組み～
小樽商科大学大学院商学研究科アントレプレナーシップ専攻  准教授  藤原 健祐

小樽商科大学グローカル戦略推進センター産学官連携推進部門 部門長  玉井 健一 
開会挨拶

音更町商工会

名
50
定 員

313 水

申込締切

15:00
17:55

河東郡音更町字東和東1線19

小樽商科大学グローカル戦略推進センター産学官連携推進部門 准教授 藤江 稔総合司会

16:45-16:55
休  憩

17:20-17:50
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音更町保健センター

市野農場

音和の森

音幌広場

小森農場

三浦農場

岩城農場

音更町役場

音更神社

帯広大谷短大

音更町立音更小

M A P

TEL：0134-27-5290　FAX：0134-27-5293
〒047-8501 小樽市緑3-5-21

E-mail:cbcjimu@office.otaru-uc.ac.jp

URL: https://www.otaru-uc.ac.jp/cgs/iag/

音更町 企画財政部 企画課
TEL：0155-42-2111(内線213)　FAX：0155-42-2117
〒080-0198　北海道河東郡音更町元町2番地

E-mail：kikakuka@town.otofuke.hokkaido.jp

URL：https://www.town.otofuke.hokkaido.jp/

国立大学法人北海道国立大学機構
小樽商科大学グローカル戦略推進センター
産学官連携推進部門

お申込み・お問い合わせ

読み取りができない場合は、必要事項をご記入のうえ、
　小樽商科大学または音更町までメールまたはFAXにてお送りください。 

①ご氏名　②ご氏名（ふりがな）
③ご所属（社名、学校名等）   ④電話番号　⑤E-mail
※学生の方は学年をご記入下さい

二次元コードを読み取り、
フォームよりお申し込みください。

お 申込 方 法

必 要 事 項

倉嶋 香菜子 氏

株式会社ママのHOTステーション

基調講演

藤原 健祐

小樽商科大学 大学院商学研究科
アントレプレナーシップ専攻

准教授

MB A（小樽商科大学）、P h . D .（保健科学）（北海道大学）
診療放射線技師として病院勤務の後、技師養成校で教鞭を執る。
2018年には北海道大学にて文部科学省「課題解決型高度医療人材
育成プログラム」の運営に携わり、2019年から現職。現在は「病院経営
アドミニストレーター育成プログラム」他、リカレント教育プログラムの
開発・運営やヘルスケア関連事業に関わる教育・研究に従事。

研究報告

p r o f i l e

代表取締役

大阪府堺市出身。大学にて社会福祉を学び、障がい児(者)支援施設や
児童養護施設で働くうちに、母親支援の重要性に気づく。自身が三児
の子育てを経験する中で母親の社会的立場の低さも実感し、2016年
に大阪で産後ママの居場所づくりを開始。2020年3月に十勝に移住
後、地域おこし協力隊となり、3カ月後にママのHOTステーションを開
設。2年後に独立し、地域課題解決を目指した多世代交流型の居場所
づくりを進めている。

小樽商科大学
cbcjimu@office.otaru-uc.ac.jp FAX：0134-27-5293 

音 更 町
kikakuka@town.otofuke.hokkaido.jp FAX：0155-42-2117 

昭和商学校Palette

約10分

約20分

約40分

音更インターチェンジから

帯広駅から

帯広空港から
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